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平成２４年３月２９日

福島県土木部港湾課

重要港湾小名浜港・相馬港海上出入貨物量

【平成２３年（１～１２月）速報値】

【概要】

○ 小名浜港・相馬港の取扱貨物量の合計は、１，２１３万９，３８８

トン で、前年に比べ８１４万２，５４７トン（▲４０．１％）下回り※１

ました。

○ このうち、小名浜港・相馬港のコンテナ取扱貨物量 は、４，８７９※２

ＴＥＵ で前年に比べ１０，３８５ＴＥＵ（▲６８．０％）下回り※３

ました。
※１ 相馬港の取扱貨物量については、東日本大震災による事務所等の被災によりデータが消失

したため、平成２３年１月から３月１１日までの記録は含まない。

※２ コンテナ取扱貨物量は、実入りで空コンテナは含まない。

※３ ＴＥＵは、コンテナ本数を２０フィートコンテナに換算した場合の単位。

【全体貨物量】

○ 小名浜港は、１,１９２万０，７２９トンで前年に比べ２９３万

２，４４５トン（▲１９．７％）下回りました。

○ 相馬港は、２１万８，６５９トンで前年に比べ５２１万１０２トン

（▲９６．０％）下回りました。

＜主な減少要因＞

東日本大震災による発電所用燃料（石炭）の取扱量の減少。

◎主要取扱貨物
港名 順位 貨物種類 貨物量（ﾄﾝ） 前年同期増減 構成比

１ 石 炭 ４,５０７,２１６ －１,５６５,３０９ 37.8%

小名浜 ２ Ｃ重油 １,７２３,５８７ ＋ ３６９，８３３ 14.5%

３ 原 油 １,３６８,６７７ ＋ ８７，５００ 11.5%

４ ガソリン ５１８,７０１ － ６９，６６７ 4.4％

１ 石 炭 ８４，２７３ －４,３９６,５３６ 38.5%

相馬港 ２ セメント ２７，３１４ － ７５，７８０ 12.5%

３ Ｃ重油 ２６，９９４ － ６７，２４６ 12.3%

４ 石灰石 ２１，２５０ － ２３，６６４ 9.7%

◎過去１０年の取扱貨物量（過去１０年）

「別表１」のとおり。



【小名浜港コンテナ取扱貨物量】
○ コンテナ取扱貨物量は、４，８６９ＴＥＵで前年に比べ１万９８ＴＥＵ

（▲６７．５％）下回りました。

○ 輸移出は、１，５３９ＴＥＵで前年に比べ３，７６０ＴＥＵ

（▲７１．０％）下回りました。

○ 輸移入は、３，３３０ＴＥＵで前年に比べ６，３３８ＴＥＵ

（▲６５．６％）下回りました。

＜主な減少要因＞

東日本大震災による企業の生産活動の低下に伴う取扱量の減少。

◎主要取扱貨物
輸出入 順位 中分類 貨物量 TEU 前年同期増減 構成比（ ）

１ ゴム製品 ６７８ － ５３５ %44.1
輸移出 ２ 合成樹脂等 ３０２ －１，２１８ .6%19

３ 再利用資材 ２０８ － ７１８ 13.5%

４ 産業機械 ７１ － ２３７ 4.6%

１ 製材 １，９５２ － ４９４ .6%58
輸移入 ２ 非金属鉱物 ２８８ －１，０４８ .6%8

３ 化学薬品 ２５１ －１，０１５ .5%7
４ 金属製品 １５２ － ７７１ 4.6%

◎取扱貨物量の推移（過去１０年）

「別表２」のとおり

平成２３年１月から３月１１日までの記録は含まない。【相馬港コンテナ取扱貨物量 】※ ※

○ 相馬港のコンテナ取扱貨物量は、１０ＴＥＵで前年に比べ２８７ＴＥＵ

（▲９６．６％）下回りました。

○ 移出は、１０ＴＥＵで、前年に比べ２１８ＴＥＵ（▲９５．６％）下回

りました。

○ 移入はなく、前年に比べ６９ＴＥＵ下回りました。

＜主な減少要因＞

東日本大震災による企業の生産活動の低下に伴う取扱量の減少。

◎取扱貨物量の推移

「別表３」のとおり。

【問い合わせ先】

福島県土木部港湾課：和田課長（電話024-521-7495 内線3620）

小名浜港：福島県小名浜港湾建設事務所 片寄主幹兼次長（電話0246-53-7156）

相 馬 港 ：福島県相馬港湾建設事務所 木沢主幹兼次長（電話0244-36-5021）

（事務担当 港湾課 副主査 久米 電話０２４－５２１－７４９７）


